
 
 
 
 
 

 今年度の研修テーマは「これからのリハビリテーションを考える」という共通テーマで 
第 1 回は「ＩＣＦを実践に活かす目標指向的アプローチ」、「リハビリテーション看護におけ

る看護倫理を考える」のテーマで研修を行いました。 
今回は、ＩＣＦ（国際生活機能分類）の共通認識を深める為に、その基本姿勢と人を中心

に新しい認知症ケアの考え方について、介護現場からの視点で考えたいと思います。 
又看護の臨床現場における、ナースのストレスマネージメントについて、リエゾン看護師の

立場からの講演も行ないます。つきましては下記の内容で研修会を企画致しました。 
多くの皆様の参加をお待ち申し上げます。 

     

 テー テーマ： これからのリハビリテーションを考える 

    日 時：平成２３年７月９日（土）                

              9 時 10 分～16 時 45 分（受付開始：午前８時 30 分から） 
   場 所：社会医療法人大道会 森之宮病院 2 階 ウッディホール 

              （住所）大阪市城東区森之宮２－１－８８ 
              （電話）06－6969－7320（看護部長室直通）  

プログラム  

8：30  受付  
   9：10  オリエンテーション 

   9：20  理事長挨拶 

  9：40  講演 「ICF 活用の基本姿勢について」 

           社団法人大阪府看護協会 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師教育課程 主任教員 日坂ゆかり先生 

 11：30   昼食 

  12：30   講演 「認知症の方への支援を見直そう～ＩＣＦ(生きることの全体像)の理解から～」 

           社会医療法人大道会 在宅事業部統括管理者 高落 敬子先生 

  14：00   講演 「ナースのストレスマネージメント」 

           兵庫県立姫路循環器病センター  リエゾン精神看護専門看護師 竹原 歩先生   

  15：30    グループワーク「リハビリテーション看護の現状と課題」 

 16：40   閉会の挨拶  

 

対 象   ＮＰＯ法人日本リハビリテーション看護学会及び非会員の看護師、学生 

参加費   会員：5,000 円   非会員：6,000 円    学生：1,000 円 

定 員  120 名 
昼 食  希望される方は、申し込み用紙に記入して下さい  1000 円 （お茶込み）  
 

 

 

ＮＰＯ法人日本 看護学会 

 第３９回   看護研修会のご案内 

リハビリテーション


